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ア
ル
・
ゴ
ア
米
国
元
副
大
統
領
が
、﹃
不

都
合
な
真
実
﹄（
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
２
０

０
７
）
を
刊
行
し
て
以
来
、
一
段
と
地
球

温
暖
化
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
。
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
日
本
で
最

初
に
唱
え
た
の
は
誰
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

農
化
学
者
・
童
話
作
家
の
宮
沢
賢
治
で
は

な
か
ろ
う
か
。
彼
の
童
話
﹃
グ
ス
コ
ー
ブ

ド
リ
の
伝
記
﹄
の
な
か
に
、
次
の
一
節
を

読
ん
だ
か
ら
だ
。

﹁
先
生
、
気
層
の
な
か
に
炭
酸
瓦
斯
が
増

え
て
来
れ
ば
暖
か
く
な
る
の
で
す
か
﹂

﹁
そ
れ
は
な
る
だ
ろ
う
。
地
球
が
で
き
て

か
ら
い
ま
ま
で
の
気
温
は
、
大
抵
空
気
中

の
炭
酸
瓦
斯
の
量
で
き
ま
っ
て
い
た
と
言

わ
れ
る
位
だ
か
ら
ね
﹂
﹁
カ
ル
ボ
ナ
ー
ド

火
山
島
が
、
い
ま
爆
発
し
た
ら
こ
の
気
候

を
変
え
る
位
の
炭
酸
瓦
斯
を
噴
く
で
し
ょ

う
か
﹂
﹁
そ
れ
は
僕
も
計
算
し
た
。
あ
れ

が
い
ま
爆
発
す
れ
ば
、
瓦
斯
は
す
ぐ
大
循

環
の
上
層
の
風
に
ま
じ
っ
て
地
球
全
体
を

包
む
だ
ろ
う
。
そ
し
て
下
層
の
空
気
や
地

表
か
ら
の
熱
の
放
散
を
防
ぎ
、
地
球
全
体

を
平
均
で
五
度
位
温
か
く
す
る
だ
ろ
う
と

思
う
﹂

賢
治
は
、
東
北
地
方
に
お
け
る
農
作
の

冷
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
発
想

を
し
て
い
る
。
大
正
時
代
で
あ
る
。
ま
た

水の文化書誌25

《森の国土環境保全論》

賢
治
は
森
が
登
場
す
る
童
話
も
多
く
残
し

て
い
る
。
森
林
は
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
役

割
を
も
、
持
っ
て
い
る
。

さ
て
、
古
代
か
ら
多
く
の
日
本
人
は
自

然
の
中
に
神
が
存
在
す
る
と
、
信
じ
て
い

る
。
八
百
万

や
お
よ
ろ
ず

の
神
の
思
想
で
あ
る
。
森
の

神
も
八
百
万
の
神
の
一
つ
で
あ
る
。
岡
谷

公
二
著
﹃
原
始
の
神
社
を
も
と
め
て
﹄（
平

凡
社
２
０
０
９
）
は
、
日
本
、
琉
球
、
済
州

島
の
清
浄
な
る
、
聖
な
る
森
の
な
か
の
素

朴
な
小
さ
い
堂
を
巡
り
歩
き
、
そ
こ
に
森

の
神
が
宿
っ
て
い
る
と
み
る
。
﹁
暗
い
森

の
中
に
入
っ
て
い
く
時
、
私
は
、
戦
慄
や

と
き
め
き
に
似
た
心
の
震
え
を
感
じ
る
。

迫
っ
て
く
る
木
々
の
生
気
、
音
の
し
な
い

葉
む
ら
の
そ
よ
ぎ
、
森
の
奥
へ
と
吹
き
通

っ
て
ゆ
く
風
、
木
漏
れ
日
の
矢
、
鳥
の
声

⋯
私
は
す
べ
て
に
神
を
感
じ
る
。
森
そ
の

も
の
が
神
な
の
だ
﹂
と
。
だ
か
ら
森
は
杜

と
も
表
現
さ
れ
、
こ
の
小
さ
な
祠
、
堂
が

神
社
の
原
型
と
迫
る
。

即
ち
、
沖
縄
の
﹁
御
願
所

う
が
ん
じ
よ

﹂
、
﹁
御
岳

う
た
き

﹂

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
い
お
堂
、
神
社
な

ど
を
囲
む
森
を
鎮
守
の
森
と
し
て
大
切
に

守
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
宮
脇
昭
著

﹃
鎮
守
の
森
﹄（
新
潮
文
庫
２
０
０
７
）
に
よ
れ

ば
、
鎮
守
の
森
、
そ
の
土
地
に
あ
る
本
来

の
森
は
、
火
事
、
地
震
、
台
風
等
の
災
害

に
強
い
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
ふ
る
さ
と

の
木
に
よ
る
ふ
る
さ
と
の
森
こ
そ
が
長
年

の
現
地
調
査
と
あ
ら
ゆ
る
植
物
群
落
の
比

較
研
究
か
ら
、
最
も
強
い
生
命
力
を
持
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災
の
お
り
、

神
社
の
森
で
は
、
鳥
居
も
社
殿
も
崩
壊
し

て
い
た
が
、
カ
シ
の
木
、
椎
の
木
、
藪
椿
、

モ
チ
ノ
キ
も
１
本
も
倒
れ
て
な
い
。
ま
た

住
宅
地
で
も
ア
ラ
カ
シ
の
並
木
が
あ
る
と

こ
ろ
は
、
ア
パ
ー
ト
が
焼
け
ず
に
残
っ
て

い
た
と
い
う
。
78
歳
の
今
ま
で
、
精
力
的

に
国
内
外
で
３
０
０
０
万
本
の
そ
の
土
地

固
有
の
植
樹
活
動
を
続
け
て
い
る
植
物
学

者
で
あ
り
、
森
林
破
壊
や
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
行
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

只
木
良
也
著
﹃
森
と
人
間
の
文
化
史
﹄

（
日
本
放
送
出
版
協
会
１
９
８
８
）
、
同
﹃
森
の

文
化
史
﹄（
講
談
社
２
０
０
４
）
は
、
わ
れ
わ

れ
の
地
球
と
森
林
、
森
林
と
水
保
全
・
土

保
全
、
緑
の
効
用
、
休
養
の
森
と
森
の
風

景
、
森
林
は
日
本
文
化
の
石
油
で
あ
っ
た
、

マ
ツ
林
盛
衰
記
、
森
林
の
遷
移
と
人
の
営

み
、
森
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
森
の
環
境
学
、

い
つ
ま
で
も
森
の
恵
み
を
得
る
た
め
に
等

の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
森
林
の
現
状
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
こ
の
２
書
か
ら
見
て
み
た
。
我
が
国

の
国
土
面
積
は
３
７
７
８
万
ha
を
有
し
、

そ
の
う
ち
森
林
面
積
は
66
・
６
％
を
占
め

る
２
５
１
２
万
ha
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
約

１
３
０
０
万
ha
︵
約
52
％
︶
が
天
然
林
、

１
０
０
０
万
ha
︵
約
40
％
︶
が
人
工
林
、

残
り
が
無
立
木
地
、
竹
林
な
ど
で
あ
る
。

国
土
１
人
当
た
り
の
森
林
面
積
は
0.2
ha
で

あ
る
。
全
国
的
に
充
分
な
降
水
量
が
あ
る

た
め
に
木
が
育
ち
や
す
い
風
土
を
持
っ
て

お
り
、
有
数
な
森
林
国
を
誇
っ
て
い
る
。

そ
の
森
林
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
た
い
。

戦
時
中
、
樹
木
は
建
築
材
や
燃
料
材
と

し
て
根
こ
そ
ぎ
に
利
用
さ
れ
た
。
昭
和
20

年
終
戦
、
戦
後
の
復
興
の
た
め
に
日
本
の

森
林
は
ま
た
大
量
に
伐
採
さ
れ
、
切
り
っ

ぱ
な
し
の
森
林
面
積
は
全
国
で
１
５
０
万

ha
に
及
ん
だ
。
禿
げ
山
か
ら
は
、
洪
水
禍

が
相
次
ぎ
、
そ
の
た
め
昭
和
25
年
か
ら
全

国
植
樹
祭
が
始
ま
り
、
全
国
の
造
林
熱
は

高
ま
っ
た
。

昭
和
31
年
に
は
１
５
０
万
ha
の
造
林
が

完
了
。
昭
和
30
年
代
後
半
に
は
経
済
成
長

期
に
突
入
し
、
木
材
需
要
が
増
え
、
奥
地

林
の
伐
採
が
す
す
み
、
木
材
価
格
は
高
騰
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学
校
林
の
萌
芽
か
ら
、
学
校
樹
栽
日
に
よ

る
学
校
林
設
置
、
日
露
戦
争
に
よ
る
学
校

林
設
置
、
昭
和
に
入
っ
て
昭
和
恐
慌
期
に

お
け
る
愛
林
日
の
開
始
、
国
家
総
動
員
体

制
期
に
お
け
る
学
校
林
造
成
、
そ
し
て
、

国
土
復
興
に
向
け
た
緑
化
運
動
を
論
じ
、

具
体
的
に
は
、
長
野
県
上
松
町
、
佐
賀
県

背
振
村
、
熊
本
県
南
小
国
町
に
お
け
る
学

校
林
の
展
開
を
追
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、

環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
新
し
い
学
校
林

施
策
と
し
て
、
平
地
林
、
里
山
、
雑
木
林

な
ど
の
学
び
の
森
、
学
習
の
森
林
づ
く
り

と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
植
林
運
動
を
通

じ
、
森
林
の
保
全
、
社
会
教
育
活
動
に
重

点
を
置
か
れ
て
き
た
。

以
上
、
日
本
の
森
林
の
歴
史
と
現
状
に

触
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
学
者
は
、
我

が
国
の
人
と
森
の
文
化
つ
い
て
ど
う
み
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
関
し
、

コ
ン
ラ
ッ
ド
・
タ
ッ
ト
マ
ン
著
﹃
日
本
人

は
ど
の
よ
う
に
森
を
つ
く
っ
て
き
た
の
か
﹄

（
築
地
書
館
１
９
９
８
）
が
あ
る
。
採
取
林
業

の
千
年
で
は
、
平
安
時
代
等
の
都
形
成
に

よ
る
乱
伐
を
挙
げ
、
近
世
に
お
け
る
育
成

林
業
の
台
頭
で
は
、
徳
川
幕
府
の
森
林
の

政
策
等
を
述
べ
な
が
ら
、
多
く
の
国
々
で

は
豊
か
な
森
林
が
荒
廃
地
に
及
ん
だ
が
、

な
ぜ
日
本
で
は
森
林
が
残
っ
た
の
か
と
。

そ
の
こ
と
を
日
本
人
の
自
然
を
愛
す
る
性

向
が
強
い
か
ら
だ
と
い
う
が
、
近
世
の
森

林
回
復
も
こ
の
自
然
愛
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
と
、
否
定
す
る
。
こ
れ
は
誤
っ
た
考

え
方
だ
と
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

１
　
生
物
的
要
因
と
し
て
、
社
会
的
変
容

を
受
け
た
森
林
は
、
杉
や
檜
や
ヒ
バ
が
伐

採
さ
れ
た
に
し
て
も
そ
れ
に
代
わ
る
広
葉

樹
の
多
い
混
交
林
に
な
る
。
森
林
遷
移
の

自
然
の
プ
ロ
セ
ス
が
林
地
利
用
者
で
行
な

わ
れ
て
き
た
。
日
本
列
島
の
地
質
と
気
候

の
条
件
が
森
林
の
保
存
を
助
け
た
。
２

技
術
的
要
因
と
し
て
、
江
戸
期
に
は
荷
車

と
か
鋸
に
は
制
約
が
あ
り
、
森
林
地
帯
は

主
に
渓
谷
地
で
あ
り
、
多
量
の
切
り
出
し

は
困
難
で
あ
っ
た
。
３
　
思
想
的
要
因
と

し
て
、
秋
田
藩
の
家
老
渋
江
政
光
の
忠
告

が
残
っ
て
い
る
。
﹁
こ
の
国
の
宝
は
山
の

宝
で
あ
る
。
山
の
衰
え
は
国
の
衰
え
で
あ

る
と
い
っ
て
保
全
を
図
っ
た
﹂
４
　
制
度

的
要
因
と
し
て
、
留
山
、
割
山
、
部
分
山
、

年
季
山
を
設
け
森
林
管
理
を
行
な
っ
た
。

５
　
生
態
的
要
因
と
し
て
、
日
本
人
は
、

自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
生
態
系
に
強
い
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

日
本
人
は
ほ
か
の
植
物
相
、
動
物
相
を
犠

牲
に
し
て
自
身
の
利
益
を
高
め
る
と
同
時

に
こ
れ
ら
の
利
益
も
高
め
た
。
共
働
す
る

動
植
物
と
の
共
生
関
係
が
生
ま
れ
た
。

終
わ
り
に
、
都
市
近
郊
で
森
づ
く
り
が

行
な
わ
れ
て
き
た
書
を
挙
げ
る
。
石
城
謙

吉
著
﹃
森
林
と
人
間
﹄（
岩
波
新
書
２
０
０
８
）

は
、
苫
小
牧
の
幌
内
川
流
域
に
お
け
る
森

林
づ
く
り
、
泉
桂
子
著
﹃
近
代
水
源
林
の

誕
生
と
そ
の
軌
跡
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
２
０

０
４
）
は
、
甲
府
市
、
横
浜
市
、
東
京
都

の
水
道
水
源
林
を
追
い
、
藤
澤
和
人
著

﹃
森
の
道
楽
﹄（
コ
モ
ン
ズ
２
０
０
９
）
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
や
め
、
広
島
県
内
の

山
林
を
購
入
し
て
の
森
づ
く
り
の
体
験
で

あ
る
。

地
球
温
暖
化
に
戻
る
が
﹃
不
都
合
な
真

実
﹄
の
中
で
、
﹁
沢
山
の
木
を
植
え
ま
し

ょ
う
。
１
本
の
木
は
、
そ
の
生
育
中
に
、

１
ｔ
以
上
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
﹂
と
あ
る
。
森
づ
く
り
は
、

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
森
の
国
土
環
境
保
全

論
を
確
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
時

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
森
林
環
境
税
の
制

度
が
、
雇
用
と
環
境
対
策
に
有
効
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

し
た
。

昭
和
38
年
の
木
材
自
由
化
以
来
、
米
材
、

ソ
連
材
、
ラ
ワ
ン
材
が
国
内
に
氾
濫
し
た
。

昭
和
40
年
代
半
ば
、
高
度
成
長
に
よ
る
環

境
汚
染
が
問
題
化
し
、
森
林
地
帯
も
地
形

が
変
え
ら
れ
、
宅
地
、
工
場
、
ゴ
ル
フ
場
、

観
光
遊
園
地
な
ど
に
変
貌
し
、
森
林
は
荒

れ
た
。

世
論
は
一
変
し
て
緑
志
向
と
な
っ
た
が
、

若
者
流
出
で
活
力
を
失
っ
た
過
疎
の
山
村
、

手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
荒
れ
た
人
工
林
が

残
っ
た
。
林
業
就
業
者
は
昭
和
35
年
44
万

人
か
ら
平
成
17
年
５
万
人
に
減
少
し
、
こ

の
間
に
高
齢
化
が
進
ん
だ
。

ご
く
最
近
の
森
林
の
歴
史
を
述
べ
て
き

た
が
、
旧
石
器
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
の
森

林
史
が
あ
る
。
日
本
林
業
調
査
会
編
・
発

行
﹃
総
合
年
表
　
日
本
の
森
と
木
と
人
の

歴
史
﹄（
１
９
９
９
）
で
あ
る
。

明
治
以
降
の
林
業
制
度
を
追
っ
て
み
る
。

森
林
法
公
布
（
明
治
30
）
、
国
有
林
野
法
公
布

（
明
治
32
）
、
治
水
費
資
金
特
別
会
計
法
公
布

（
明
治
44
）
、
公
有
林
野
官
行
造
林
法
公
布
（
大
正

９
）
、
営
林
局
署
官
制
公
布
（
大
正
13
）
、
水
源

涵
養
造
林
補
助
規
制
公
布
（
昭
和
２
）
、
森
林

火
災
国
営
保
険
法
公
布
（
昭
和
12
）
、
林
業
種

苗
法
公
布
（
昭
和
14
）
、
木
材
統
制
法
公
布
（
昭

和
16
）
、
兵
力
伐
採
（
昭
和
19
）
、
森
林
資
源
造

成
法
公
布
（
昭
和
20
）
、
林
政
統
一
・
林
野
局

設
置
（
昭
和
22
）
、
木
材
引
取
税
の
創
設
（
昭
和
23
）
、

松
く
い
虫
等
そ
の
他
の
森
林
病
害
虫
の
駆

除
予
防
に
関
す
る
法
律
公
布
（
昭
和
25
）
、
保

安
林
整
備
臨
時
措
置
法
公
布
（
昭
和
29
）
、
国

有
林
生
産
力
増
強
計
画
（
昭
和
33
）
、
林
業
基

本
法
公
布
（
昭
和
39
）
、
自
然
休
養
林
通
達
（
昭

和
43
）
、
自
然
保
護
を
考
慮
し
た
森
林
施
業

通
達
（
昭
和
46
）
、
国
有
林
の
赤
字
累
増
（
昭
和
50
）
、

森
林
組
合
法
公
布
（
昭
和
53
）
、
森
林
浴
構
想

を
発
表
（
昭
和
57
）
。
森
林
は
経
済
財
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
現
在
で
は
環

境
財
と
し
て
も
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

千
葉
徳
爾
著
﹃
は
げ
山
の
研
究
﹄(

そ
し

え
て
１
９
９
１
）
に
よ
れ
ば
、
荒
廃
林
地
を

山
崩
れ
、
地
す
べ
り
地
、
禿
げ
山
で
あ
っ

て
、
国
土
保
護
の
働
き
を
失
っ
た
林
地
と

し
て
規
定
し
、
荒
廃
林
地
は
人
為
に
よ
っ

て
生
じ
た
と
論
じ
る
。
瀬
戸
内
海
塩
業
の

発
達
に
よ
る
林
地
荒
廃
、
東
濃
陶
業
地
帯

の
禿
げ
山
の
形
成
、
田
上
山
地
の
荒
廃
林

地
を
追
求
し
て
い
る
。
森
林
は
そ
の
時
代

の
要
請
に
基
づ
き
過
度
に
伐
採
が
進
み
、

植
栽
を
怠
る
と
、
禿
げ
山
の
状
況
と
な
り
、

そ
の
回
復
に
は
長
年
の
労
働
力
を
要
す
る

こ
と
に
な
る
。

現
在
、
我
が
国
に
お
け
る
天
然
林
と
人

工
林
の
面
積
比
率
は
、
前
述
の
よ
う
に

52
％
と
40
％
で
あ
る
。
戦
後
の
拡
大
造
林

ブ
ー
ム
に
よ
り
植
栽
さ
れ
た
杉
、
檜
等
の

人
工
林
の
問
題
に
つ
い
て
、
恩
田
裕
一
編

﹃
人
工
林
荒
廃
と
水
・
土
砂
流
出
の
実
態
﹄

（
岩
波
書
店
２
０
０
８
）
の
中
で
、
15
年
に
わ

た
る
調
査
研
究
の
結
果
で
論
じ
る
。
そ
の

荒
廃
の
要
因
は
間
伐
の
時
期
を
迎
え
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
間
伐
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
材
価
の
下
落
に
よ

り
人
工
林
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
平
成
15
年
か
ら
緑
の
雇
用
担
い
手

対
策
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
日
本
特
有
の
森
林
政
策
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
学
校
林
と
い
う
制
度
で
あ

る
。
竹
本
太
郎
著
﹃
学
校
林
の
研
究
﹄（
農

山
漁
村
文
化
協
会
２
０
０
９
）
に
は
、
明
治
政

府
の
国
家
政
策
の
下
で
、
複
数
の
村
落
共

同
体
を
は
ら
ん
で
い
た
町
村
は
、
一
つ
の

共
同
体
秩
序
へ
と
再
編
成
さ
れ
る
た
め
に
、

そ
の
中
心
と
し
て
神
社
と
学
校
林
の
設
置

が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
学
校
林
は
学
校
の

た
め
に
利
用
さ
れ
る
森
林
で
あ
り
、
学
校

の
財
産
で
あ
る
。
学
制
公
布
に
よ
る
学
田
、




